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可
能
か
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取

り
を
行
っ
た
。結
果
と
し
て
は
、

計
画
建
物
の
機
能
や
規
模
、
地

区
計
画
な
ど
の
諸
条
件
が
整
理

し
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ

た
た
め
、
参
加
し
た
民
間
事
業

者
か
ら
明
快
な
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
２
年
度
に
予
定
し
て
い
る

基
本
構
想
の
策
定
の
際
に
、
条

件
整
理
が
で
き
た
時
点
で
、
再

度
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
民
間
収
益
施
設
の
誘
致

に
よ
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
や

官
民
連
携
な
ど
、
発
注
方
法
を

含
め
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
意

見
を
聴
取
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

る
こ
と
を
促
す
た
め
に
、
学
生

と
市
民
、
企
業
、
行
政
が
協
働

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
条
例
を

制
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
高
校
生
か
ら
提
出
さ

れ
た
、
市
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
若
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

「
＃
藤
キ
ュ
ン
課
」
設
置
を
求

め
る
陳
情
に
対
す
る
取
組
状
況

と
今
後
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

大
学
生
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
縁
側
の
運
営
や
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
の
事
業
へ
の
協
力
な

ど
、
取
組
ご
と
に
地
域
活
動
へ

す
る
認
識
や
特
徴
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
は
、
意
見
交
換
を
引

き
続
き
行
い
な
が
ら
、ま
ず
は
、

高
校
生
の
思
い
を
丁
寧
に
受
け

止
め
、
そ
の
上
で
、
若
い
時
か

ら
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
主
体

的
に
地
域
活
動
に
参
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
抱
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、

意
見
を
形
に
す
る
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
、
様
々
な
取
組
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ズ
に
対
し
、
時
間
と
場
所
を
問

わ
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
最

適
な
形
で
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
の
実
現
に

向
け
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

市
民
会
館
再
整
備

経
済
的
視
点
で
検
討
を

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

多
く
の
費
用
を
要
す
る

公
共
施
設
の
再
整
備
は
本
市
の

最
大
の
長
期
的
課
題
で
あ
り
、

危
機
感
を
市
民
と
共
有
し
、
市

政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
民
理
解

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
見
解
を

聞
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
市
民

会
館
再
整
備
は
、
藤
沢
駅
周
辺

ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
さ
ら

に
効
率
化
な
ど
の
可
能
性
が
あ

る
業
務
へ
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
さ

ら
な
る
業
務
へ
拡
大
さ
せ
る
た

め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
職
員
の
育
成
も

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
、
職
員
に
対
し
て

最
新
技
術
の
動
向
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ル
や
技
術
活
用
へ
の
考
え

方
の
向
上
に
資
す
る
研
修
な
ど

を
実
施
し
、
最
新
技
術
活
用
へ

の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
に
つ

い
て
も
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
行
政
運
営
に
お
い
て

は
、
行
政
内
部
の
効
率
化
だ
け

で
は
な
く
、
多
様
な
市
民
ニ
ー

し
、
災
害
時
の
注
意
等
の
情
報

発
信
に
加
え
、
各
種
情
報
サ
イ

ト
へ
の
リ
ン
ク
を
設
け
て
い
る
。

今
後
は
、
平
常
時
か
ら
振
り

仮
名
表
記
の
避
難
所
情
報
を
掲

載
す
る
な
ど
、
外
国
人
観
光
客

等
に
向
け
た
災
害
情
報
の
充
実

に
つ
い
て
関
係
部
局
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

若
者
の
市
政
参
画

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

学
生
が
市
政
に
参
画
す

ま
え
た
、
実
運
用
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
年
２
月
に
開
催

し
た
外
国
人
市
民
向
け
の
防
災

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
津
波
や
風
水

害
の
際
の
行
政
無
線
放
送
を
聞

き
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
な
ど
、
避
難
行
動
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
、

防
災
に
対
す
る
不
明
な
点
な
ど

の
意
見
を
把
握
し
た
。
初
動
対

応
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

構
築
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
よ

る
災
害
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

と
し
て
、
避
難
所
情
報
や
避
難

支
援
に
関
す
る
災
害
情
報
の
発

信
の
在
り
方
に
つ
い
て
課
題
を

整
理
し
、
災
害
時
に
お
け
る
初

動
対
応
の
た
め
の
情
報
等
を
提

供
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構

築
な
ど
、
早
急
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
昨
年
11
月
と

本
年
１
月
に
実
施
し
た
津
波
対

策
避
難
行
動
訓
練
に
お
い
て
、

通
常
の
放
送
に
加
え
「
や
さ
し

い
英
語
」
に
よ
る
試
験
放
送
を

行
い
、
現
在
、
そ
の
結
果
を
踏

行
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
新
た
に

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
投

票
日
の
周
知
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
手
法
に
と
ら
わ
れ
な

い
形
で
幅
広
い
啓
発
活
動
を
実

施
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
効
果

的
な
選
挙
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、
投
票
環
境
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

訪
日
外
国
人
へ
の
対
応

避
難
情
報
の
充
実
図
る

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

訪
日
外
国
人
観
光
客
に

向
け
た
災
害
対
策
情
報
の
発
信

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
た
方

も
多
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
提
言
に
基
づ
く
対
応
と

し
て
、
小
学
生
向
け
の
選
挙
教

室
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
期
日
前
投
票
所
へ
の
顔

出
し
パ
ネ
ル
の
設
置
や
啓
発
マ

ス
コ
ッ
ト
を
使
用
し
た
街
頭
で

の
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
を

況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

市
長
選
の
投
票
率
上
昇

は
、
期
日
前
投
票
者
数
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

期
日
前
投
票
の
制
度
が
広
く
周

知
さ
れ
、
投
票
日
当
日
に
投
票

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
の

多
く
が
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
に

行
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
は

多
く
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
年
間

を
通
じ
て
啓
発
を
行
っ
た
た
め
、

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

本
年
２
月
に
実
施
さ
れ

た
藤
沢
市
長
選
挙
の
投
票
率
上

昇
の
要
因
に
つ
い
て
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
市
民
と
議
員
と
の

意
見
交
換
会
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
ふ

じ
さ
わ
で
出
た
、
投
票
率
向
上

に
関
す
る
意
見
を
提
言
書
と
し

て
ま
と
め
、
議
長
か
ら
市
長
、

教
育
長
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
に
提
出
し
た
が
、
対
応
状

の
に
ぎ
わ
い
や
経
済
的
効
果
の

視
点
で
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
検
討
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁

公
共
施
設
再
整
備
に
対

す
る
市
民
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
末
に
策
定
予
定
の

第
３
次
藤
沢
市
公
共
施
設
再
整

備
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
説
明
会

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
周
知
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
市
民
会
館
等
再
整

備
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で
の
検

討
と
並
行
し
て
、
経
済
的
視
点

も
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

元
年
度
に
民
間
事
業
者
へ
の
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
（
※
２
）

を
実
施
し
、
本
事
業
地
に
お
い

て
、
民
間
収
益
施
設
の
立
地
が

の
参
画
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
若
者

の
参
画
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

先
進
都
市
の
事
例
を
参
考
に
、

若
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
参
画

し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

高
校
生
か
ら
の
陳
情
に
対
し

て
は
、
本
年
１
月
に
先
生
及
び

生
徒
の
皆
さ
ん
と
、
本
市
に
対

ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
日
常
の

業
務
に
も
最
先
端
技
術
を
導
入

し
、
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
の
実
現

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
、

効
率
的
な
行
政
運
営
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
と
今

後
の
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
※
１
）
の
実

証
実
験
へ
の
参
加
な
ど
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
取
組
を
進
め
て
き
た
。
実
施

し
た
実
証
実
験
の
中
で
、
業
務

効
率
化
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ

た
保
育
園
の
入
所
判
定
業
務
な

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

近
年
の
技
術
進
歩
は
目

覚
ま
し
く
、
新
技
術
の
開
発
と

実
用
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め

代

質
表

問

主

質

と

弁

な

問

答

　

２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）
に
代
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
９
日
、
10
日
、
11
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
６
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

会派別 代表質問項目
※多数会派順

民主・無所属クラブ 
１　市長の政治姿勢について

市民クラブ藤沢
１　市長の政治姿勢について

ふじさわ湘風会
１　市長の政治姿勢について

藤沢市公明党
１　本市の財政状況
２　安全で安心な暮らしを築く
３　２０２０年に向けてまちの魅力を創出する
４　笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる
５　健康で豊かな長寿社会をつくる
６　都市の機能と活力を高める

日本共産党藤沢市議会議員団
１　市民の子育て、福祉、くらしが最優先に

なる藤沢市政をつくることについて
２　憲法を市政に生かし、国県いいなりの市

政を切り替え、住民が主人公の市政にす
ることについて

３　税金の使い方を市民が望む福祉や暮らし
の分野を優先にすることについて

アクティブ藤沢
１　市長の政治姿勢、サスティナブル藤沢、

スマート藤沢、インクルーシブ藤沢で目
指すまちづくりについて

デジタル市役所の実現を目指す

多様な市民サービスに対応
I C T 活 用 を 推 進

新
た
な
周
知
活
動
を
実
施

効
果
的
な
選
挙
啓
発
を
進
め
る

市
長
選
挙
の
投
票
率
上
昇
に
寄
与

投票を身近に感じる選挙啓発を進める

（※１）RPA…これまで人間が手作業で行っていた、表計算ソフトやメールソフトなど複数のアプリケーションを使用する業務について、そのプロセスをロボットにより自動化すること。
（※２）サウンディング調査…民間事業者との意見交換等を通し、事業に対して様々なアイデアや意見を把握する調査。

学生の市政参画の推進を図る=大学生による政策提言の様子経済的視点での再整備が求められる=藤沢市民会館
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